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法 論 的 再 検 討 Ｉ
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〔(社) 日本 家政 学会

お け る 高 齢 者 に 関 す る 調 査 研 究 に あ た っ て 据 え た 視 点 は. R 家 政

求 で あ る 。 ② 今 日 の 高 齢 者 の 生 活 実 態 を 問 題 と し な が ら 。 今 後 の

ゴ ヘ の 示 唆 を 得 る 、 ⑧ 高 齢 者 を 「 点 」 の 存 在 と せ ず 、 そ の 家 族 背

係 わ り 、 さ ら に ラ イ フ コ ー ス の 視 点 で 捉 え る 、 と い う こ と で あ っ

栖 市 に お け る 高 齢 者 （60 歳 以 上 ） を 対 象 と レ だ 調 査 結 果 を 再 分 析

に お け る 高 齢 者 の 「 よ り よ い 生 活 」 に つ い て 考 究 し た い 。

大 川 町 （1984   ） と 鳥 栖 市 （1988    ） の 実 態 調 査 に よ っ た 。

の 高 齢 者 を 対 象 と し た 調 査 デ ー タIC は 、 多 く の 共 通 点 が み ら れ る

こ れ ま で の 家 政 学 に お い て 。 高 齢 者 の 生 活 と し て 「 よ り よ い 」 と

り 異 な る も の で あ る 。 共 通 点 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。 ① 世 帯 構 成

く 、 し か も 息 子 夫 婦 ・ 息 子 同 居 率 が 高 い 。 ② 経 済 的 自 立 と い う こ

担 者 割 合 か 低 い 。 ③ 自 由 時 間 の 使 い 方 を み る と 。 家 庭 外 活 動 か 少

は 、 依 然 と し て 強 い 。 ⑤ 生 活 意 識 に つ い て は 、 経 済 的 不 安 や 介 護

こ れ ら の 結 果 か ら 、 九 州 に お け る 高 齢 者 の 生 活 実 態 に は 、 九 州 と

確 認 す る と と も に 、 こ の 特 性 を 踏 ま え て 、 今 後 の 高 齢 者 の 「 よ り

な う 必 要 か あ る と 考 え た 。 つ ま り 、 今 後 の 「 高 齢 者 の 生 き 方 」 モ

座 と す べ き も の を 示 唆 し て い る と 考 え る 。 例 え ば 、 高 齢 者 か 家 族

態 か ら､、 今 後 は 「 個 」 と し て の 存 在 を 確 立 す る こ と 、 等 で あ る 。
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